自治基本条例（第４章）

第➍章　町長及び職員


(1)三好町の条例であり、職員と表記しても差し支えない。(職員←町職員)
















































































(2)「町民全体のために働く者」と表現を修正する。(ために働く者←奉仕者)


(3)「技能等」の表記は、「能力」とした方が適当と思われるため修正する。





町職員の責務





（原文）　








第１１条　町職員は、町民全体の奉仕者として、誠実かつ公正に職務を遂行します。


２　町職員は、職務の遂行に必要な専門的な知識の習得及び技能等の向上に努めます。





修正理由

















第１０条　町長は、町の代表者として、第４条に定める基本理念に従い、町民自治を推進します。


２　町長は、町の事務事業を効率的かつ効果的に執行するとともに、町政運営の課題に対応できる知識及び能力を持った職員の育成に努めます。


























(1)「政策立案等」の表記は、二重主語となり文章的に適当ではないため削除する。


(2)前文及び第1条の表記に合わせる。(町民自治←町民主体の自治)


(3)法規上で使う表記方法に字句の修正及び整理。(知識及び←知識と)


(4)能力という表記が続くため、表現方法を変える。(育成←能力向上)














町長の責務





修正理由











第１１条　職員は、町民全体のために働く者として、誠実かつ公正に職務を遂行します。


２　職員は、職務の遂行に必要な専門的な知識の習得及び能力の向上に努めます。























(1)三好町の条例であり、職員と表記しても差し支えない。(職員←町職員)








職員の責務





修正理由

































































（原文）


第１０条　町長は、町の代表者として、政策立案等が第４条に定める基本理念に従い、町民主体の自治を推進します。


２　町長は、町の事務事業を効率的かつ効果的に執行するとともに、町政運営の課題に対応できる知識と能力を持った職員の能力向上に努めます。








（原文）


第➍章　町長及び町職員
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